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ウィルス(WilliamWillis)を 中心とした英国医学を採用 していたが、 ミュル レル(B,C.Leopold
M廿11er)、 ホフマン(Theodor.Hoffman)の 招聰にみられるように、明治2年 、 ドイッ医学採用






立医学校が独自の教育課程(カ リキュラム)を 編成 したが、このような科目の設定は、公立医学校
における洋学受容の問題を含むものである。
公立医学校に対 し、政府は衛生行政 と文部行政で影響力を行使 した。文部省設置(明 治4年)、
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学制発布(同5年)、 医制発布(同7年)、 医術開業試験布達 .(同8年)、 東京大学設立(同1Q年)、
医術開業試験規則布達 ・医学士の制度(同12年)と 、規則の制定を行い、医学教育の レベルアップ
と医学教育の国家統制、お よび国家の医学 としての位置付けを図ろうとした。その動きは医学校通













医学校が国の方針を影響を色濃 く受けなが ら、明治20年 の勅令第48号 によって精選化 されたところ
に公立医学校 としての特異な歴史をみることができる。










なお、本論文 は第1部 と第2部 から成 る。








1.教 育令 と医学校通則の制定2.公 立医学校廃止に至る経緯 と勅令第48号
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第3章 山形県済生館医学寮
1.ド イツ医学導入に向けて2.三 島通庸による医学校の設置3.ロ ーレッの雇い入れ
4.ロ ーレツによる医学教育5.医 学寮と愛知県医学校の教育課程比較
6.大 試験と評価7.講 義録にみる医学教育8.医 学寮の実態
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第4章 まとめ
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1.傷 害事件2.新 聞記事にみる事績3.山 形県雇いにおけるローレッの地位
4.医 学教師としての発現
第3章 日本文化論的考察
1.医 学教師としての特質2.お 雇い外国人 としての特質3.教 え子たちに与えた影響
4.ロ ーレツの目に映った日本の社会と文化
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1.愛 知県 ・石川県 ・山形県での功績2.長 谷川泰への功績3.日 本医学の近代化に果
たした功績4.今 後の研究課題
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方途の一っ として採用されたところに意義が認められる。特に、廃藩置県(明 治4年)以 後、急速
に洋医の養成が各県に設置された公立医学校において行われたので、ここに、地方における西洋医
学受容の医学近代化の問題が生 じることとなった。本論で取 り上げた公立医学校の場合、①各公立
医学校の成立 と終焉 ②各公立医学校の授業科目を中心とした教育課程の2点 を中心 に、その全体
象を明 らかにす ることは、公立医学校における西洋医学受容の様相を具体的に明 らかにする方法と
して重要であり、次第に明らかにされっっある江戸時代の蘭学の様相と明治20年 代以降の医学教育















近代化の視点から全国的に検討 した論文は皆無である)、 ローレッ9項 目(① ローレッの ドイッ医




された、⑨本国へ日本の医療、旅行に関するレポー トを送 っている)に 整理 した。問題提起として、
公立医学校にっいて、1.公 立医学校の概略を明らかにし、公立医学校の全体象を示す。2.医 制
の進展と公立医学校における医学教育の変遷を明 らかにし、公立医学校における授業科目がどのよ
うに変化 したか検討する。3.公 立医学校の教育課程の様相を医学校通則制定前 と制定後に分け、
それぞれの時期の教育課程について考察 し、医学校通則制定前の授業科 目と医学校通則制定後の乙
種医学校、甲種医学校の授業科 目の様相を明 らかにする。4.各 公立医学校の医学教育課程表の内、
授業時間数のわかる公立医学校について、科目数、学期ごとの時間数、科 目ごとの時間数を分析 し
て特徴を抽出する。5.教 育課程の検討を通 じて、西洋医学受容の様相 と医学近代化について考察
する。6.公 立医学校の具体的な事例(成 立～廃校まで)を 、山形県済生館及び山形県医学校に求
める。7.公 立医学校における、お雇い外国人医学教師の事例をローレッとする。8.公 立医学校
の存続廃止問題の議論の事例を、山形県議会に求めた。
第2部 の検討課題として、以下のことにっいて取 り上げた。ローレッについて、1.ロ ー レッ家
の系図を作 り、ローレッの家庭環境を明らかにする。2.ギ ムナジウム期の学業生活を明らかにす
る。3.ウ ィーン大学における、医学修業のようすを明 らかにする。4.高 知での傷害事件、名古




事例として、教え子に与えた影響を検討する。9.ロ ーレッが レポー トした西日本旅行、ロー レッ
の天皇への拝謁、叙勲に関した文書を通 じて、 ローレツの目に映った社会と文化について検討する。
10.愛 知 ・石川 ・山形の各県に対す る功績、長谷川泰に対する功績、日本の医学近代化に果た した
功績について、それぞれ検討することにした。
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以上の課題を分析 ・研究するにあたり、定説となっている 「説」を再検討 し、地方における洋学
受容の研究では、公立医学校教育課程の研究が十分なされていないことを指摘 した研究史では、公
立医学校、 ローレツについてそれぞれ研究 したが、公立医学校は先行研究が少ない上、医学教育課
程は全国縦断的に検討 した論文は皆無であること、 ローレツにっいて も、洋学受容の視点か らの研
究は極めて少数であることを指摘 した。
第1部 第1章 では、1,「 公立医学校の設立と医学教育制度の整備」 は、各地の公立医学校36校
を事例 として、公立医学校の設立、増加にっいて概観 し、半数を越える公立医学校か旧藩から移管、
県単独 による設立によること、明治初年の洋学の地方移入に多 くの課題があったことを明 らかにし
た。2.「 公立医学校の教育課程」は、医学校通則制定前の医学校23校、乙種医学校6校 、甲種医
学校11校 について①修業年限、②入学資格、③延科 日数、④総単位時間数にっいて分類整理 した結
果、医学校通則制定前の教育課程 は極めて不統一であり、教育課程の様相は、A.外 科、解剖学、
生理学中心、B.臨 床講義、病床講義(実 地演習を含む)、C.A、B混 同形の3タ イプに分類整
理されることを指摘 した。乙種医学校 は、洋医としての実務面を重視 しっつ、医師開業試験に備え
た一面を持った医学校で、解剖学や臨床講義が中心の医学教育課程であったこと、甲種医学校 も乙
種医学校に類似 した教育課程であったが、授業に換算 して1学 年分に相当する差異が認められ、東
京大学医学部に比較する約60時 間のマイナスであり、医学校 としての優劣は、東京大学、甲種医学
校、乙種医学校の順であったことを明らかにした。3.「 公立医学校の洋学の受容」 は、 各医学校
の授業科 目について整理 ・分類 したもので、医学校通則制定以前、同制定後にあっては乙種医学校
と甲種医学校について各公立医学校ごとに検証 した。その結果、医学校通則制定以前は、延べ141
科目もの授業科目が講義されていたこと、乙種医学校 は、わずか42科 目に精選 されたこと、甲種医





講義が重視された。 しか し、これ らの科目を専門的に講義できる医学教師は少なく、 これが、お雇







































から医学校が発展 も拡充 もままな らない状態で、医師養成 も成果の見えない実態にあっては、廃止
も止むなしというのが大勢であり、また近代化を急 ぐ地方民衆は、殖産興業中心の地方政治を期待
したことも背景の一っとして考え られると指摘 した。
第3章1.「 ドイッ医学導入に向けて」、2.「 三島通庸による医学校の設置」、3.「 ローレッの
雇い入れ」 は、山形地方における西洋医学受容が、医学校教師としてオース トリア人で ドイッ医学
を専攻 した、アルブレヒト・フォン・ローレッ(Dr.AlbrechtvonRoretz)が 招贈 された ことか











義内容であったことを明 らかにした。8.「 医学寮の実態」は、外務省外交資料館所蔵資料 「ロー
レッ功労調書」か ら、ローレッの事績を掘り起 こした。病院及び医学寮の規模とレベルについて、
エル ドリッジの函館病院との比較を試み、済生館医学寮の実像の復元を試みた。医学寮は医療器具 ・
実験器具の数量が不足 していたと推定され、破損に対する補充 もなされていないことか ら、講義に




がローレッの赴任までほとんどなかったに等 しいと推定 された。生徒数 も、同資料や新聞資料から
30名 を大きく越えることはなかったとみ られ、財政的にも、負担が重 く常に県議会の議論の中心 と
なった。特に、三島通庸県令在任中はかろうじて予算措置がなされたが、県令離任後は廃止論に押
され消極的な予算措置 しかされなかったこと、9.「 ローレツ辞任後の医学寮」は、医学寮生徒に
も影響を与え、鳥海恭寛のように済生学舎に入学 したいと思 う者が出る始末であったことを論述 し
た。10.「 山形県医学校」は、明治17年 、乙種医学校として開校 し、明治21年3月 に廃校 になるま
でのようすについて論述 したもので、乙種医学校 として開校 した山形県医学校の教科課程は、解剖
学、内科臨床講義、外科臨床講義、内科外科外来臨床講義 にウェー トを置いた科 目構成 となってい
たこと、県議会の存廃論議は、地域エゴを中心 とした意見が大勢であったこと、医学校長の給料の
引き下げなど、具体的な動きにっいて言及 した。山形県医学校の西洋医学受容の性格をみるため、
宮城医学校の授業要旨との共通科目の比較を した結果、共通科 目にっいての大 きな差異は認められ
ないものの、宮城医学校の科目要旨は具体的であり、授業実地 ・演習(臨 床講義、実習など)・ 量
(教科時間数)と もに山形県医学校を上回るものがあった。両者の相違は、山形医学校が医学教育




第4章 まとあ、1.「 公立医学校の設立 と医学教育」は、公立医学校は、その多 くが江戸時代の
藩校 もしくは藩学 として栄えていた医学所や医学校を基盤 に成立 したもので、設立経過は1.従 来
の藩による医学部門が、廃藩置県を一っの区切りとして公立医学校 に衣替え した。2.他 で民間立
として開校 した病院が公立に移管され、後に医学教育部門が併設 された。の二つに大 きく集約 され










2.「 公立医学校における医学教育の諸問題」 は、公立医学校での教育が、その内実に多 くの問題
点を抱えていたことを指摘 した。①従来の伝統ある東洋医学の位置付け、及び医師に対する処遇の
問題、②医学教育の方法論的問題として、日本側には全 くと言ってよいほど、お雇い外国人医学教











るが、明治21年 を越えて維持された公立医学校は、宮城 ・千葉 ・愛知 ・金沢 ・京都 ・大阪 ・岡山 ・
長崎など(高 等中学校を含む)数 校であること。明治20年 の勅令第48号 は、公立医学校の精選化で
あったものの、病院部門や民間や有志に払い下げられて私立病院となったりしたが、現在 も形を変
えたり引き継いで、今日も公立医療機関として地域に根づいている例が各地にあることを指摘 した。
4,「 公立医学校の洋学受容 と医学近代化」は、公立医学校における教育は、医学校 によって異な
る教育過程で運営され、受容された西洋医学も、東京医学校 ・東京大学は国家の医学 として ドイッ





に対 し、後者は、「普通医学」 としてとらえている。乙種医学校の山形県医学校が簡便 さに徹 した
結果、理論重視及びテキス ト理解の医学教育に走ったのに対 し、甲種医学校の宮城医学校の教育は、





などの科 目を重点に受け入れ られたことを明 らかにし、公立医学校での西洋医学教育が盛んになる
と、解剖学、外科学が重視されたことを指摘 した。この傾向は、日本医学の近代化が新たな段階に
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入 ったことを意味するもので、医師の阿知波五郎 も幕末明治初期(1840～1887)解 剖学書について
まとめた中で 「西洋医学(ド イッ医学)受 容は、 ドイツ医学書の内容が我が国医界に定着するよう








期が到来 したことを示すものであるとした。5.「 今後の研究課題」 は、今後の研究課題 として、




















ギムナジウムへ入学 したこと、第5学 年からクレムジル ・ギムナジウムへ編入 したこと、学校生活
や成績評価を含む学業生活のようすのうち、健康にっいては、小さいときか ら病弱な体質が伺われ
ることを指摘 した。 ウィーン大学における医学履修にっいては、 ローレッ家所蔵の 「聴講届」(履
修届)か ら正規生 として学んだ1866年 ～1871年 の科 目を掘 り起 こし、誰に何科を何時間学んだかを
具体的に明示するとともに、履修の特徴を聴講届から分析 し、ローレッの医学が19世紀の 「新ウィー
ン学派」と呼ばれるものであったことを明らかにした。また、 ローレッ個人に直接関わることとし
て、内科学、外科学の博士号を取得 したこと、来 日直前まで州立精神病院の医局員として勤務 して
いたこと、勤務中 リウマチの重い発作に襲われ、医師の勧めもあって転地療養を決意、東アジァ弁
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理公使に赴任する叔父シェーファーに同行 して日本 ・中国 ・シャムに旅行することにし、外交官的
特権を伴 う 「オース トリー ・ハ ンガ リー公使館附医官」の肩書 きを自己申告 したこと、愛知県雇い
も同県か らのスカウ トであったことなどにっいて、宮廷 ・議会文書館の外交文書から掘 り起こして
紹介 した。ローレッの称 した 「オース トリー ・ハ ンガ リー公使館附医官」の肩書 は、公的な肩書を
装 ったがその実態は私人であったことや、来 日が、横浜開港資料官所蔵資料によって、1874(明 治
7年)11月26日 であることなどをそれぞれ明 らかにしてた。
第2章1.「 傷害事件」は、明治8年3月 か ら西日本旅行を行った際に、高知で起 こした傷害事
件を外務省外交官資料か ら掘り起こしたもので、不平等条約下の日本人対する認識をよく示す結果
となったと、事件がローレッ自身による示談金の支払いによって解決をみたことは、 ローレッの肩
書が何 らの報酬を伴うもので無かったことを改めて明らかにした。2.「 新聞記事にみる事績」 は、
愛知県 ・山形県雇いの次期の新聞記事からローレッの業績を考察 したもので、ローレツによる西洋
医学の教育に、人々が敬意 と驚愕の年を表 したことを明らかにした。3.「 山形県雇いにおけるロー




で、ローレッの発想と発言の趣 旨は何 らの妥協 もすることなく一貫 し、 自己の職責をよく踏まえも
のであったことを論述 した。第3章1.「 医学教師としての特質」は、ローレッのギムナジウム期
とローベル ト・コッホのギムナジウム期を比較 したもので、両人 とも普通の学業成績であったが、
自然科学系を得意 としたこと、勤勉努力や注意力に優れていたことを指摘 した。大学期は、履修科
目として ビルロート教授の外科学系が多 いこと、専門領域 は、精神医学、国家の医学 と思われるこ
とを来日直前の医学修業、来 日後の長谷川泰宛書簡から推測 し、医学的領域の結合は、外科学、精
神医学、裁判医学、衛生警察学に大 きく分類 ・整理できること、 これらの医学的知識がローレッの
お雇 い外国人 としての重責を果たした背景であることを指摘 した。2.「 お雇い外国人 としての特
質」は、①直接 ドイッ医学を講義 したこと、②個人的な事情で来日し、滞在中にお雇い外国人になっ
たこと、③長谷川泰へ提唱 した東京府顯狂院建設計画案で、norestrain七system(ノ ンレス トラ
イントシステム)は 、平穏処置 と訳 され、 日本で最 も初期に紹介された精神病院処置法であったと
み られこと、④教え子に、医学教授や自然科学全般を通 して広 く医師としての生き方についての影
響を及ぼ し、学究的姿勢が地域に新風を送 り込むことになったのは、ウィーン大学で培われた学究
的姿勢そのままであったこと、⑤ ローレッの建議 は、近代国家建設 と医学との関わりを明 らかにし
た点や近代化を達成するためには、医事行政 ・公衆衛生の面からの取 り組みが必要であることを指
摘 したことを論述 した。3.「 教え子たちに与えた影響」は、後藤新平を名古屋 における事例 とし、
工藤満寿司を山形 における事例 としたもので、両人の社会的活躍とともに、後藤の行政的手法が常
に医事 ・衛生行政を基本としたことの一っに、 ローレッからシュタイン(LorenzvonStein)に ょ
る 「衛生行政」を紹介されたこと、工藤は近代国家における医師の社会的身分が、近代知識人とし
て十分な評価を受けるとともに、時代の要請 に応える者には、それにふさわしい社会的地位と待遇
が約束されることをローレツに学んだことを指摘 した。4.「 ローレツの目に映 った日本の社会 と
文化」は、数 ヵ月に及ぶ西日本旅行を記術 したもので末尾に各地おけるローレツの興味 ・関心事を
一197一
表にした。興味 ・関心事 は医学 ・人文 ・自然の各分野に及び医師であると同時に冒険家、探検家 と





ローレッの叙勲に際して作成された 「ローレッ功労調書」か ら、業績の掘り起 こしを行い、勲五等
双光旭日章受賞に至る敬意を明らかにした。






徒に対する新 しい医師像の提示がある。2.「 長谷川泰に対す る功績」は、漢地利国維也納医制、
東京府癒狂院建設計画案の書簡全文の掘 り起こしを行い、ローレツの知識が医事行政 ・法制、精神









論 文 審 査 結 果 の 要 旨























実 した部分である。即ち、 ローレッの医学教育に関 し、彼の授業科目の検討によりウィーン大学時
代の医学教育を下敷きにしていること、薬剤学及び顕微鏡学の講義録が先駆的な内容を示 している
ことを分析 し、また外務省外交資料館蔵 「ローレッ功労調書」か ら医療器具 ・実験器具の数量不足
を読み取 り、建物の立派さに比べ教育用施設の貧弱さがめだつという新知見を導き出している。更
にローレッ退職後、明治17年 乙種医学校 として開校 し、同21年廃校に至るまでの山形県医学校の過
程を、財政的負担から県議会で存続議論 された経緯を中心に地方新聞等の史料発掘により明らかに
している。
第4章 は以上の議論を総括 し、初期の公立医学校が、お雇い外国入医師に全面的に頼 らざるを得
なかったこと、医学校を建設 し適切な指導 ・監督ができる人材がいなかったこと等種々の問題を抱
えていたことを指摘 し、日本の医学界の自立期は、明治20年 の勅令第48号 の布達による公立医学校
の精選化 と高等中学校医科過程の設置の時期であると論じた。
第2部 第1章 では、先ず ローレッ家の歴史、ギムナジウム及びウィーン大学における医学履修過
程等 ローレッの修学状況をオース トリアにおける克明な現地調査によって明らかにし、彼の医学が
当時有名な 「新ウィーン学派」の医学を継承 した ものであること、来 日直前までの州立精神病院に















学、病院システム(医 療部門、管理部門)等 にっき教示 し、衛生行政の警察権力への位置づけ、精
神医学治療法などの面で、先駆的提唱者であることを解明 している。





よって本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分の資格を有すると認められる。
一200一
